
計算の じゅんじょ②（左から じゅんに）れんしゅう④
小4／計算の きまりを つかう 12もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「計算のじゅんじょ」のプリント一覧がひらきます

計算の きまり 左から じゅんに 計算して、先に 計算する ところに 下線を ひき、とちゅうの 式を 書こう。
① ＋ と − だけの 式は、左から じゅんに 計算する

30 − 8 ＋ 5 ＝ 22 ＋ 5 ＝ 27 ← 右から だと 17 で まちがい

② × と ÷ だけの 式も、左から じゅんに 計算する

48 ÷ 6 × 2 ＝ 8 × 2 ＝ 16 ← 右から だと 4 で まちがい

Ａ　＋ と − だけの 式 ①②は □に 数、③からは 下線を ひいて とちゅうの 式を 書こう

① 96 − 20 ＋ 19

＝ ＋ 19 ＝

② 79 − 29 − 40

＝ − 40 ＝

③ 75 − 26 ＋ 34 − 13
＝

＝ ＝

④ 76 − 30 − 32 ＋ 17
＝

＝ ＝

⑤ 99 − 51 ＋ 46

＝ ＝

⑥ 69 ＋ 17 − 34 − 24
＝

＝ ＝

Ｂ　× と ÷ だけの 式 ⑦⑧は □に 数、⑨からは 下線を ひいて とちゅうの 式を 書こう

⑦ 48 ÷ 4 × 3

＝ × 3 ＝

⑧ 84 ÷ 2 ÷ 6

＝ ÷ 6 ＝

⑨ 30 ÷ 2 × 3 ÷ 5
＝

＝ ＝

⑩ 40 ÷ 2 ÷ 4 × 3
＝

＝ ＝

⑪ 96 ÷ 8 × 2 × 6
＝

＝ ＝

⑫ 6 × 16 ÷ 8 ÷ 4
＝

＝ ＝

かかった 時間 （　　　）分 まちがい（　　　）こ 下線を ひいた？ □



計算の じゅんじょ②（左から じゅんに）れんしゅう④【こたえ】

小4／計算の きまりを つかう 12もん

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

計算の きまり 左から じゅんに 計算して、先に 計算する ところに 下線を ひき、とちゅうの 式を 書こう。
① ＋ と − だけの 式は、左から じゅんに 計算する

30 − 8 ＋ 5 ＝ 22 ＋ 5 ＝ 27 ← 右から だと 17 で まちがい

② × と ÷ だけの 式も、左から じゅんに 計算する

48 ÷ 6 × 2 ＝ 8 × 2 ＝ 16 ← 右から だと 4 で まちがい

Ａ　＋ と − だけの 式 ①②は □に 数、③からは 下線を ひいて とちゅうの 式を 書こう

① 96 − 20 ＋ 19

＝ 76 ＋ 19 ＝ 95

② 79 − 29 − 40

＝ 50 − 40 ＝ 10

③ 75 − 26 ＋ 34 − 13
＝ 49 ＋ 34 − 13

＝ 83 − 13 ＝ 70

④ 76 − 30 − 32 ＋ 17
＝ 46 − 32 ＋ 17

＝ 14 ＋ 17 ＝ 31

⑤ 99 − 51 ＋ 46

＝ 48 ＋ 46 ＝ 94

⑥ 69 ＋ 17 − 34 − 24
＝ 86 − 34 − 24

＝ 52 − 24 ＝ 28

Ｂ　× と ÷ だけの 式 ⑦⑧は □に 数、⑨からは 下線を ひいて とちゅうの 式を 書こう

⑦ 48 ÷ 4 × 3

＝ 12 × 3 ＝ 36

⑧ 84 ÷ 2 ÷ 6

＝ 42 ÷ 6 ＝ 7

⑨ 30 ÷ 2 × 3 ÷ 5
＝ 15 × 3 ÷ 5

＝ 45 ÷ 5 ＝ 9

⑩ 40 ÷ 2 ÷ 4 × 3
＝ 20 ÷ 4 × 3

＝ 5 × 3 ＝ 15

⑪ 96 ÷ 8 × 2 × 6
＝ 12 × 2 × 6

＝ 24 × 6 ＝ 144

⑫ 6 × 16 ÷ 8 ÷ 4
＝ 96 ÷ 8 ÷ 4

＝ 12 ÷ 4 ＝ 3

丸つけの めやす／つまずきやすいところ
①（96 − 20 ＋ 19）を 右の 2つから 先に まとめると 57、⑦（48 ÷ 4 × 3）を 右の 2つから 先に まとめると 4（まちがい）。
−や÷の あとでも、左から じゅんに 計算します。①②⑦⑧のほかは、式の 赤い 下線（先に 計算する 所）が 引けているかも 見てください。
途中の式は、書き方や行の分け方がちがっても、左から じゅんに 計算して 答えが 合っていれば 正解です。


